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【研究課題名】 

物理的刺激で光や信号を発する有機π共役系化合物の創出とメカニズムの解明 

 

【各研究項目の連携状況】 

領域内の他の研究グループとの連携状況（予定を含む）について、①簡略化した共同研究内容②連

携研究代表者姓（研究項目班）③共著論文の有無（件数）を研究内容毎に記載 

 

1. ①伊藤先生が研究されているリンを含むビラジカル化合物の電界効果トランジスタ(FET)特性の

評価、②伊藤 繁和 (A03)、③無 

2. ①発光性化合物の発光寿命測定と量子収率の評価、②池田 浩 (A02)、③有 3 

3. ①化合物の単結晶 X 線構造解析、ESR 測定、元素分析、②平尾 泰一 (A01)、③無 

 

【研究費の使用状況（設備の有効活用、研究費の効果的使用）】 

フタルイミド化合物の開発を中心に、有機エレクトロニクスへの応用を目指したドナーアクセプター

型の発光性化合物や電子輸送性化合物の開発を行った。化合物が対称中心を持たずに固体状態で集合化

する場合には、機械的刺激で発光するトリボルミネッセンス(TL)が期待される。強い TL 特性を与える

化合物の創出を目指して、フェニレンビニレンやフェニレンエチニレンユニットの導入、またはピリジ

ル基の導入を行った。一方、研究の過程で見つかった遅延発光を示す化合物の調査や光応答性のある半

導体化合物の開発研究も合わせて行った。 
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【共同研究推進事業について】 

1. 平成 28 年 9 月 30 日： A02 班の池田 浩教授研究室と有機発光材料に関する測定と研究打ち合わせ

を行った。西田純一、喜多泰之（修士課程学生 M2） 

2. 平成 28 年 11 月 7 日： A02 班の池田 浩教授研究室において有機発光材料に関する測定を行った。 

喜多泰之（修士課程学生 M2） 


